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公益財団法人日本宇宙少年団 
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開催趣旨 

 

公益財団法人日本宇宙少年団は、子どもたちが「宇宙」のホンモノと出

会い、ホンモノを見て触れるという体験が「科学」への興味や関心、学習

意欲をもたらすものとして大事であると考え、全国のボランティア指導者

に支えられ活動を展開しています。その地域に根ざした活動を充実し、同

じ目標に向かって成長する全国組織を目指し、目標を達成させるために全

体活動プログラムとして「２０２０年宇宙の旅」事業に取り組み、活動の

輪を広げています。 

 

 本ワークショップを通して知識の向上を目指すとともに、開催地周辺の

教育団体や先生方にもご参加いただき、学習プログラムなど、宇宙のホン

モノを題材としたさまざまな事業への取り組みを充実させ、未来を担う青

少年の育成に寄与してまいります。 

 

 指導者の全国大会として第 1回目となった今回は、平成 27年度連携団

体長会議にて主管希望分団を募ったところ、北海道地区から立候補があり、

北海道地区ブロック協議会が主管となり苫小牧市にて実施いたしました。 
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挨拶      

ＹＡＣ全国ワークショップ２０１６in 苫小牧 実行委員長  

日本宇宙少年団北海道地区ブロック協議会 

YAC苫小牧分団長 

藤島 豊久 

 

 このたびは初めての地方で開催するリーダーのためのワークショップ

に参加いただき誠にありがとうございました。遠くは鹿児島から、そして

近隣の皆さま方にも時間を割いて参加してくださいましたことに厚くお

礼申しあげます。皆様が到着するまでに準備万端に整えたつもりでしたが

至らない点がありましたらお許し下さい。また、当日は天候の急変により

寒冷前線が南下し薄着の方々にはたいへんなご負担をおかけしましたこ

とをお詫びいたします。 

 北海道開催ということもあり研修会を設置しましたことは十分楽しん

でいただけましたでしょうか。限られた時間内でしたので満足いただけな

かった方にはぜひ次の機会に周辺を旅行されてはいかがでしょうか。リー

ダー一同お待ちいたしております。  
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挨拶 

公益財団法人日本宇宙少年団 

理事・活動委員長  

麻生 茂 

 

 

今年 10月公益財団法人日本宇宙少年団として初めてのＹＡＣ全国ワー

クショップ２０１６in苫小牧を開催することができました。苫小牧分団の

みなさまを初め北海道ブロックの方々には大変お世話になりました。また、

全国から遠方にも関わらず多くの皆様に参加いただきました。ここに改め

て感謝申し上げます。 

 このＹＡＣ全国ワークショップはこれまで一堂に会することがなかっ

た全国の日本宇宙少年団のリーダーの方々に参加いただき、YAC活動の

中身をさらに深めることを目的としていますが、皆さんの御協力でその目

的は達成されたと思います。また、苫小牧ミール館に収められているミー

ル、明治時代に作られた水力発電所、北海道ならではの鱒の養殖場の見学

も大きな目玉でした。参加者は大いに堪能できたと思います。このような

全国大会を今後とも開催していきたいと考えています。今後、益々多くの

方々に参加していただき YAC活動をさらに盛り上げて行きたいと思いま

す。日本宇宙少年団のリーダーの皆様の御協力を今後ともどうぞよろしく

お願いします。 
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日程と会場 

日付 時間 場所 内容 

10/8

（土） 

午前 国立苫小牧工業高等

専門学校 

①地球観測衛星を研究する

「衛星データの活用」 

午後 サケマス孵化場、 

インディアン水車（千

歳川）、ミール館、 

王子第一発電所 

②地元の専門家が説明する

研修会 

10/9

（日） 

午後 苫小牧市民会館 ③【宇宙教材開発研究】～

2020年宇宙の旅にむけて

～ 

④基調講演 

『宇宙ステーション「こう

のとり」。そして、月、火星

の補給へ』 

講師 JAXA麻生 大 氏 

グランドホテルニュ

ー王子 

⑤懇親会 

10/10 

(月・祝) 

午前 苫小牧市科学センタ

ー 

⑥活動事例発表 
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八幡西八枝分団 
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参加の状況 

 

 YAC関係 一般 合計 

地球観測衛星を

研究する「衛星デ

ータの活用」 

  ７名    ７名     １４名 

地元の専門家が

説明する研修会 

  ９名          9名 

【宇宙教材開発

研究】～2020 年

宇宙の旅にむけ

て～ 

３４名     6名     ４０名 

基調講演 

 

３４名    6名     ４０名 

懇親会   ２８名        ２８名 

活動事例発表   ２７名        ２７名 
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YAC活動委員によるふりかえり 

良かった点 

 ・研修会 北海道の大自然の一部に触れることができた 

 ・基調講演 ２０２０年宇宙の旅の大きなヒントとなった 

・遠方での開催の経験ができた 

・宇宙教材研究会の成果は教材化したい 

・懇親会は盛り上がった 

・衛星データ勉強会は一般市民向けに開催することができた 

・事例発表会では 4分団に発表してもらうことができた 

・次回からのベースになった。 

・現地の教育関係者に組織として挨拶をしていたのがよかった。次回開催時も必要と感じた。  

・衛星データ勉強会は、受講者は少なかったが、活動委員以外の現地のリーダーが実施したこと

に意義があった。 

・開催時期については、今後も開催地の意見を尊重したい。 

・分団ポスターはどの分団も参考になる内容だった。 

 ・教材に関して、参加者から自発的な発信があったことはよかった。 

   

今後の課題 

・リーダー全国大会という名称をカッコ書きでも入るとよいのでは。 

・ミールというホンモノ体験があったことがよかったが、ミールの説明については、現地の説明

員の特徴を活かしつつ、ミールの歴史や、苫小牧にミールがある経緯など全体像が分かるお話

もあるとよかった。来年の宇宙子どもワークショップ in 上田や、次回全国ワークショップで

研修会など現地の方に説明していただく際には考慮したい。  

・連携団体長会議を併催したのは、地方の分団には負担が大きく、参加者が少なかった。2年に

1度の全国ワークショップとの併催時には参加者数が限定されることを想定の上、連携団体長

会議の在り方を検討していく必要がある。連携団体長会議を併催にしないと、参加者の絶対数

が見込めない面もあるので、今後も 2年に 1度は続けていきたい。 

 ・地元での衛星データ勉強会の参加者が少なかったので、今後は増やす工夫をしたい。 

 ・予告はより早く、旅費の負担が少なくなるようにしたい。 

 ・リーダーの全国大会としての認識を共有して参加者を増やすことを検討する必要がある。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料集 

【宇宙教材開発研究】～2020年宇宙の旅にむけて～ 発表資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



圧力の実験 

目標とねらい 

 宇宙空間は真空であり，地球上のように大気圧がない．そのため，人間が宇宙空間で生活する

ためには，宇宙ステーションのように大気圧程度の圧力を設けた構造物をつくる必要がある．こ

の構造物は，大気圧と真空との間で生じる圧力に耐えることが求められる．そこで，圧力につい

て勉強することを目的とし，圧力に関わる実験を通して体験する． 

１．圧力の定義を説明する．宇宙空間が真空であることを説明する． 

２．圧力の実験を通して，圧力に差があるときの変化を体験する． 

３．真空中で生活するためには，どんな工夫がひつようか考えさせる． 

 

 

１．圧力に関する勉強 

 

１－１ 圧力の定義 

 

 



１－２ 大気圧 

 

 

１－３ 宇宙と地球上の環境の違い 

 真空（しんくう）～空気（くうき）がない 

 ISSが飛行する大気圧（たいきあつ）は 10-5Paの真空の世界 

 大気の成分 

 地球：窒素（ちっそ）78%，酸素（さんそ）21% 

 ISS：原子状酸素 85% 

 重力（じゅうりょく）がちがう（無重力，月は１／６） 

 宇宙放射線（うちゅうほうしゃせん） 

 太陽（たいよう）エネルギー 

 熱（ねつ） 

 

１－４ 真空になるとどうなるか？ 

 地球上では 1013 hPa（ヘクトパスカル）=1013×100 Paの大気圧 

 宇宙（地上 400km）では 0.00001Pa 

 地球上の 100億分の 1くらい 

 真空とは，圧力が小さい状態 

 

 

 

 

 

 

 




